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如月（きさらぎ）

２月の和名である如月という言葉

は、寒さのため着物を重ねて着こむ

ことから「衣更着（きさらぎ）」になっ

たという説や、少しずつ陽気が現れ始めることから「気

更来（きさらぎ）」、春に向けて草木が生え始めるから「生

更木（きさらぎ）」となったなどいくつか説があります。

『大村市制施行８２周年』

大村市は、昭和１７年２月１１日、大村町に萱瀬村、松

原村、福重村、鈴田村、三浦村が合併し、市制を施行し

て今年で８２周年を迎えます。

大村市は、県内１３市の中で唯一人口が増え続けてい

て、空港、高速インターチェンジ、新幹線の駅を有する高

速交通の拠点都市となっています。

来る２月９日（金）には、シーハットおおむら「さくらホ

ール」で、”大村市制施行８２周年記念大村市表彰式”が

開催されます。

【子ども科学館教室（２月）】プラットおおむら５Ｆ

〇 ３日（土） 10:00～ ⇒おりがみ教室

〇 ４日（日） 10:00～ ⇒ペーパークラフト教室

※４年生以上２０名まで

〇１０日（土） 10:00～ ⇒ミニ実験教室

※４年生以下保護者同伴

〇１１日（日） 10:00～ ⇒科学講座

〇１７日（土） 10:00～ ⇒竹細工教室

〇１８日（日） 10:00～ ⇒バルーンアート教室

〇２４日（土） 14:00～ ⇒科学工作教室（３０人まで）

〇２５日（日） 10:00～ ⇒子ども映画会

※各教室に団体で参加される場合は事前にご連絡ください。

問合せ：社会教育課 ☎５３－４１１１ （内線８４－１５４）

２月の歳時記

２月３日 「節分（せつぶん）」

元は、各季節（立春・立夏・立秋・立冬）の前日のこと

でした。今のように立春の前日のことを指すようにな

ったのは、江戸時代のことです。

節分といえば豆まき。季節の節目、分かれ目である

節分には邪気（＝鬼）が入りやすいと考えられていまし

た。そこで、豆（＝魔滅）まきをして鬼を追い払います。

ほかにも、鬼が嫌うという柊の枝に鰯の頭を刺した

柊鰯を玄関に飾る風習が残っている地域もあります。

２月１１日「建国記念の日（けんこくきねんのひ）」

１９６６年に 「建国をしのび、国を愛する心を養う日」

として制定された国民の祝日です。

名称に「の」を入れ「記念の日」としたのは、日付は確定

していないけど、「建国されたという事象そのものを記

念する日」という解釈からです。

１９６７年から適用されました。

２月１９日「雨水（うすい）」

空から降るものが雪から雨に変わり、氷が溶け始める

という意味です。雪解け水が大地や田畑を潤し草木が芽

生える頃で、昔から農耕の準備を始める目安とされてき

ました。

この時期から春にかけて降る雨は、「養花雨（ようか

う）」や「催花雨（さいかう）」と呼ばれ、梅や桜などの花の

開花をうながすといわれています。

２月４日 「立春（りっしゅん）」

二十四節気の第１番目。旧暦では立春が新しい１年の

始まりでした。そして、暦の上ではこの日から春となり

ます。春といえまだまだ寒い日が続く時期ですが、すぐ

に梅の花もほころんで、春の気配も感じられるように

なります。

ちなみに、立春を過ぎて、初めて吹く

暖かい南よりの強い風が「春一番」です。



〖ＯＭＵＲＡブラス ＰＯＰＳ＆ＪＡＺＺ ＣＯＮＣＥＲＴ ２０２４〗

日時：令和６年２月１２日（月・祝） １５：００ 開演 / １４：３０ 開場

会場：シーハットおおむら さくらホール

全席指定→大人 １，０００円 小中高生 ５００円 (当日各５００円増）

問合せ：シーハットおおむら ☎０９５７－２０－７２０７ ※未就学児入場不可

劇場版 〖荒野に希望の灯をともす〗 ～医師 中村哲 現地活動の３５年の軌跡～

期日：令和６年２月２３日（金・祝） 会場:シーハットおおむら さくらホール

時間：①１１：００ ②１４：００ 〈上映時間９０分/開場３０分前/全席自由席〉

鑑賞料：前売 １，２００円 シーハット会員 １，０００円 (当日各２００円増）

小中高生 ８００円 シーハット会員 ７００円 （当日券のみの販売）

共催：（一財）大村市文化・スポーツ振興財団 ☎０９５７ー２０－７２０７

長崎県映画センター ☎０９５－８２４－２９７４

〖大村市歴史資料館 テーマ展〗

大村市歴史資料館企画展示室で、テーマ展「大村藩」を開催しています。

江戸時代の大村藩について、藩主家や藩領、農村の姿、他地域との交流など、常設展示だけでは紹介できない

内容、資料を展示します。

○ 期 間 ：令和６年１月２０日（土）～２月２５日（日）

○休館日 ：毎週月曜日（２月１２日祝日は除く）１月３１日（水）、２月１３日（火）

○ 時 間 ：１０時～１８時 ※入場は無料です。

○問合せ ：☎ ０９５７－４８－５０５０ （ミライ on １階） 来館されてみませんか！！

※各行事内容は発行時現在のものです。今後の状況によっては変更になる場合があります。

ご不明な場合は、事前に直接主催者にお問合せ願います。

「梅見」

梅の花を見て楽しむことを、「梅見（うめみ）」といいます。同じ意味がある言葉として梅を鑑賞する「観梅（かん

ばい）」があります。現在では、花見というと桜を楽しむという使い方が一般的ですが、奈良時代の貴族の間では、

梅を鑑賞する「梅見」が主流でした。

梅は、厳しい寒さが残る時期にほかの草木に先がけて花開き、春の到来を告げます。別名「花の兄（はなのえ）」

「春告草（はるつげぐさ）」といわれ、そのかぐわしい香りから「匂草（においぐさ）」とも呼ばれます。

２月の補導巡視活動 ☆愛の声かけ・巡回活動ありがとうございます☆
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（市コミセン内）

地区名 集合場所 日 程 時刻

西大村 西大村小学校 ２月 ８日（木）・２２日（木） １９：３０

中央 中央小学校 ２月 ９日（金）・２３日（金） １９：３０

放虎原 放虎原小学校 ２月１３日（火）・２７日（火） １８：３０

三城 市民交流プラザ ２月１０日（土）・２４日（土） １９：００


